







提案する。変数変換 Y=aX+b を用いた平均、分散等を表計算ソフト Excel を用いて求める中で成り立つ
性質を生徒に気づかせ、その理由を証明する意欲を引き出す指導を試みた。その結果、変換した変量 Y 












































B の「確率分布」で扱う検定教科書が多いが、センター試験では図 1 に示すような問題が 2017 年に出題
されている。同様の問は、2016年にも見られた。 
二つ目は「統計量の定義や意味などを理解した上で、求めた統計量やグラフ等が何を表しているか、デー
図 1　2017 センター試験　数学 I・数学 Aより



































一方、生徒は表計算ソフト Excel 及びフリーソフト GeoGebra の基本的な操作を 9 月までに情報科の
授業で習得済みである。表計算ソフトの関数の扱いやグラフ描画、GeoGebra で箱ひげ図などのグラフ描
画等も習得している。
授業は、週 1時間コンピューター教室で 3～ 4人のグループで課題を考える形態である。この授業実践
は、合計 3時間で実施した。
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2．実践前の診断的評価と実践後の総括的評価の実施
3 学期最初の授業でⅢ章 3 節の教材を実践する前に、1 学期数学Ⅰで学習した「データの相関」に関す
る小テストを実施し、実践前の診断的評価とした（問題は巻末の付録を参照）。散布図からの傾向の読み
取りを聞く問いを 5問、確率変数の変数変換による平均・標準偏差、共分散がどのように変化するかを聞





















そこで，過去 5 年間の 1 年生の生徒約 1500 人分の体力測定データをもとにそれぞれの相
関を調べてみることにしました． 
(1)  まず，握力について左・右の相関はどうか調べました．その結果，相関係数が 0.79
と強い相関があることが分かりました．それは当然と考えた A さんは右の握力データ
x と左の握力データ y の和を変量 g にすることを考えました． 
右を変量 x，左を変量 y，g＝x＋y として変量 x，y，g 平均，分散を求め，比較せよ． 
比較して気づいた事柄を列挙せよ． 
 x y g 
平均    
分散    
(2)  上体起し（変量 p）と反復横飛（変量 q）の相関を調べてみると，上体起しのデータ
内に極端に大きな値があることに気づきます．調べてみると，23 とすべきデータを
234 と入力ミスしていたことが分かりました． 
修正前の相関係数 r と修正後の相関係数 r’を比較して気づいたことを列挙せよ． 










対象クラス：都内私立校普通科高校 1年 3クラス 38名、39名、31 名（計 108名）









(4)   (3)のとき，体前屈（変量 b）と幅跳び（変量 j）の相関を調べます．体前屈（変量 b）








(3)  体前屈（変量 b）のデータは計測機の不具合が見つかりました．すべての元データ b
を以下の式で c に変換しなくてはいけないことが分かりました． 
c＝0.8b－1.2 
図 2　生徒のワークシート（2） から
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表 1のワークシート（1）では、Ⅲ章 3節で述べたねらいを 108中 95名の生徒が確認できていた。（2）
についても相関係数が 0.28 から 0.42 に変化するとともに散布図の形も変化していることを 13 名の生徒
が捉えている様子（図 2）が見られた。その一方、相関係数だけ、あるいは散布図だけのどちらか一方し
か記していない者が 75名いた。そこで、教員側から「両方確認する」よう指導した。
（3）については、表計算ソフトで統計量を求めることは 49名、約 45% の生徒ができていた。しかし、
　　　　　　　　　　　　　　E（Y）=aE（X）+b、　　V（Y）=a2 V（X）
が成り立っていることに気づく者はいなかった。（4）についても相関係数・共分散を求めることは 28名、
約 26% の生徒ができていたが、共分散が a（=0.8）倍されていることに気づく者はひとりもいなかった。






Ⅲ章 2節でも述べたとおり 1月最初の授業で事前小テストを実施した。実施後 1週間ほどで採点したも










正答率平均 S.D. 正答率平均 S.D. 
【1】ア 0.92 0.07 0.91 0.08 0.6732 
【1】イ 0.91 0.08 0.88 0.11 0.8026 
【1】ウ 0.92 0.07 0.89 0.10 0.8139 
【1】エ 0.84 0.14 0.91 0.08 0.0681 
【1】オ 0.80 0.16 0.83 0.14 0.2765 
【1】合計 4.40 0.98 4.41 0.97 0.4673 
【2】 0.31 0.22 0.55 0.25 0.0002** 
【3】 0.19 0.17 0.26 0.55 0.1963 
 n1=105 n2=107  
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【1】次の 3 つの散布図は、東京、O 市、N 市、M 市の 2013 年の 365 日の各日の最高気温のデータをまと
めたものである。それぞれ、O 市、N 市、M 市の最高気温を縦軸にとり、東京の最高気温を横軸にとっ
てある。以下のア～オの記述において、正しい場合は○を、正しくない場合は×をつけよ。
（ア） 東京と N 市、東京と M 市の最高気温の間にはそれぞれ正の相関がある。
（イ） 東京と N 市の最高気温の間には正の相関、東京と M 市の最高気温の間には負の相関がある。
（ウ） 東京と N 市の最高気温の間には負の相関、東京と M 市の最高気温の間には正の相関がある。
（エ） 東京と O 市の最高気温の間の相関の方が、東京と N 市の最高気温の間の相関より強い。
（オ） 東京と O 市の最高気温の間の相関の方が、東京と N 市の最高気温の間の相関より弱い。
【2】ある母集団の平均は 5 で、標準偏差は 1 である。この母集団の各要素に 10 を加えたとき、平均と標
準偏差はつぎのどれか。最も適するものをひとつ選び記号で答えよ。
（a） 平均 15、標準偏差 1  　（b） 平均 15、標準偏差 5  　（c） 平均 15、標準偏差 11
（d） 平均 10、標準偏差 1 　（e） 平均 10、標準偏差 5
【3】2 つの変量 X; Y について、それぞれ n 個のデータの値が、
　　　　　　　　　　　　　x1、x2、x3、・・・、xn、　y1、y2、y3、・・・、yn
であるとき、X と Y の共分散 sxy は、x を X の平均値、y を Y の平均値として、
で定義されます（n は正の整数）。
新たな変量 Z のデータ　z1、z2、z3、・・・、zn を、ａ、ｂを定数として、次の式
　　　　　　　　　　　　　　　zi = axi + b （i = 1、2、・・・、n）
sxy=
1∑ ( − ̅)( − ̅)=1  
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東京理科大学教職教育研究　第 4号
で定めるとき、Y と Z の共分散 syz は、X と Y の共分散 sxy の何倍になるか求めなさい。
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